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は じ め に  
・鉱山名   
「佐渡鉱山」「佐渡金山」「相川鉱山」「佐州金銀山」「佐渡相川金銀山」等諸々の記録がある。   
『佐渡金銀山史話』   
「日本の鉱山のうちで佐渡の金銀山ほど国民に親しまれたものはないであろう。それは金銀という  
国民の経済生活に最も関係の深い金属を産したということ、しかも三百年もの長い間日本最大の金銀  
山という地位を保ち、佐渡の土といえば金の異名となったこと、またその舞台が日本海の孤島で、そ  
の風土、伝説、歴史に特殊な浪漫的香りをもつことなどが、「佐渡の金山」として特に親しみ深いもの  
としたのであろう。佐渡金銀山は新潟県佐渡郡相川町を中心とした鉱山であるが、佐渡にはこの相川  
山のほかにその先駆をなす金銀山があって西三川の砂金、鶴子の銀山がそれであった。」   
「佐渡鉱山」は明治元年国有財産になった時からの呼称である。鶴子も含まれ、その後三菱合資会  
社に移管となり金泉、高千地区の鉱山、西三川、新穂の鉱山をも管轄下にして経営された。   
「相川鉱山」と呼んでいるのは相川町誌であり、新聞記事等にも使われている。   
「佐州金銀山」は絵図等に用いている。   
ここでは、相川山は「相川金銀山」とし、他地域（相川町内）の鉱山は地域名で呼ぶことにした。  
佐渡鉱山資料にもとづいたものである。  
・間歩名   
聞歩とは辞書では「鉱山の穴。坑道。」   
『佐渡相川郷土史辞典』  
現代の鉱山の「坑」にあたる。慶長以前は、請負人がすべてで一山を請負ったので、「駒沢山」とか  
「鶴子山」とか山名で呼ばれた。文禄期（1592～95）をむかえて坑道掘りが普及すると、一つの坑を単  
位としての採掘がおこなわれ、その坑が間歩と呼ばれ、間歩を稼ぐ者は金児と呼ばれた。   
それぞれの間歩を山師、金児等稼人の名が付けている場合が多い。つまり請負山の名残かもしれな  
い。今回は案内の小池さんから殆ど教えていただいたものである。坑道が接近しているので、絵図に  
記載されていても、疑いのあるものは省略し空欄とした。  
・所在地   
坑道は鉱脈によって掘削したので、境界には関係なく、また山林は天領であったので明治になって  
払い下げを受けて、それぞれ分割している。次に今回はGPSを使って座標を求めたので若干のずれ  
が生じている。  
・規模   
坑道内に入ることは、保安上から原則として禁じられている、従って立ち入り禁止で封鎖されてい  
る。奥行が不明であるが、開いている坑道は、視距離で表示したものもある。口径の縦、横を計測しcmを  
単位で表示した。形は不規則である、現状を図示した。   
陥没、崩落等によって埋没したものは、斜面が急峻で範囲が明確でなく、計測を省略したことによって  
空欄とした。  
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調 査 の 概 要  
1．目 的   
相川金銀山遺跡は、江戸時代は慶長6年（1601）から明治・大正・昭和、さらには平成元年に及ぶ  
長期間に形成された遺跡である。この間、鉱山発見・江戸初期の大繁栄・中期の停滞・末期の衰退・  
明治の近代化・民間への払い下げ・昭和の大縮小のあったことは凡そ明らかにされているところであ  
るが、一部の遺跡・遣物のみが着目され、その他は時代と共に風化の一途をたどっている。この歴史  
過程を遺跡・遺物の実態に即して、より詳細に金銀山遺跡としての特性を把握し、保存と活用が急が  
れるところである。   
さて、多岐に渡る金銀山遺跡の総合調査に先駆け、江戸時代の絵図等に描かれている間歩の現況が  
どのようなものであるか分布調査を行い、金山の稼働状況やその繁栄ぶりを解明することにした。  
（1）佐渡金山遺跡に存在する坑道や露頭掘など、採鉱に関連する遺跡の分布調査により、その正確  
な位置を確認する。  
（2）間歩の入口を計測し、整理番号を付け写真撮影を行なう。  
（3）現地踏査で確認の坑道採掘跡・露頭採掘跡・構造物跡などの遺跡分布を地形測量図（1／1000）  
に作成する。  
（4）調査を行った坑道採掘跡や露頭採掘跡について、個別に調査票作成を行なった。   
今回の調査は、相川町教育委員会と佐渡金銀山遺跡調査検討準備会とが協力して実施された。現地  
踏査には上林章造（佐渡金銀山遺跡調査検討準備会）斎藤本恭（相川町教育委員会）が担当し、現地  
案内人と調査補助員1名で行なった。   
現地踏査は、落葉が進み山の視界が開ける時期に合わせて、相川地区は平成11年11月8日から一カ  
月間と平成12年3月24日から26日にかけて、ゴールデン佐渡㈱の協力を得て従業員小池勝氏と池田満  
氏の補助のもとに行なわれた。   
高千地区は平成12年12月より北田野浦鉱山から調査を開始した。案内人は戦前に当鉱山で働いた経  
験者の斎藤幸作氏にお願いした。同年12月7日からは立島鉱山を調査することにし、地域の事情に詳  
しい北立島の本間保夫氏に、12月20日からの入川鉱山は山岡亨氏にそれぞれ案内をお願いした。鹿野  
浦地区は地形が急峻なことに加え、現地に詳しい適任者がいなかったので、平成13年3月20日補助員  
に鎌田直治氏をお願いして地図を頼りに調査を行なった。   
金泉地区は平成13年3月28日から北秋・達者・戸地・小川と調査にはいった、現地案内人に杉山澄  
夫（北狭）・池田満（達者）・山本平一（戸地）の三氏にそれぞれお願いした。   
本調査により、地形図に坑道採掘跡・露頭採掘跡・構造物跡等の位置を記した図面と、間歩調査票  
を作成した。   
2．調査方法   
金銀山遺跡の間歩分布調査は、当該町村別に行なったため、江戸時代の絵図や平成元年まで産金に  
携わっていた職員がいるゴールデン佐渡㈱等の存在が、相川町での調査を容易にし、他町村に先駆け  
間歩調査の報告書刊行に至った。   
調査は、相川町内における採掘跡の分布を確かめることを目的として行なわれた。まず1／5000地  
形図と江戸時代の絵図をもとに現地調査を行い地図上にその位置を記録した。整理番号を小標示板に  
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記入し、採掘跡前に立て現状写真を撮影した。標示板は観光客の目に触れる位置のものは、撮影後撤  
去した。多くは測量業者の日印にそのまま残した。   
調査カードの項目は下記のようにした。  
① 調査記号番号  
② 鉱山名  
③ 所在地  
（動 地図・縮尺  
（9 土地所有者  
⑥ 指定  
⑦ 調査年月日  
（釘 時代  
（釘 構造種別  
⑲ 規模  
⑪ 間歩名  
⑫ 位置座標  
（間歩・露頭掘跡＝1、構造物＝2）  
（相川金銀山・北田野浦鉱山・北立島鉱山・戸中鉱山等）  
（遺跡跡の位置地番）  
（地図番号と縮尺）  
（史跡指定の有無）  
（現地踏査年月日）  
（水平坑・斜坑・立坑、建造物等）  
（縦×横 cm）  
（間歩名の残るもの）  
（測量座標 世界測地系に対応）   
⑬ 現状   
⑭ 立地   
⑮ 参考資料   
⑯ 調査者   
これらの項目のうち。「①調査記号番号」については、「1－21」「2－7」のように示した。前の数  
字の1は間歩・・露頭堀、2は構造物跡の区別、－の彼の数字は調査順の整理番号、更に「1－21－3」  
で－3の数字は一次調査後発見され補充したものである。「②鉱山名」は通称を用いた。「（釘構造種別」  
はほぼ水平に坑道を掘削しているものを水平坑、数十虔傾斜しているものを斜坑、垂直に近いものは  
立坑とした。埋没、封鎖しているものは不明とした。完全性没したものは推定できるものは絵図や周  
辺の状況から判断した。周辺の状況としては、明らかな掘こみが確認できる、其の場所から下にズリ  
が沢山確認でき、間歩から流れ出る排水が確認できる等である。「⑪問歩名」は江戸時代の古絵図等を  
参考に、明らかなもののみ記入した。「⑫位置座標」は踏査により確認できた坑道を測量業者に委託し  
た。（平成14年4月1日より日本測地系から世界測地系に変更になったため、以前に調査したものは座  
標変換をしたもので示す）   
「⑬現状」は坑道の現状を詳細に記録した。「⑭立地」は間歩の近辺の状況を記録することにより、  
その位置を現地で確認するための情報とした。   
3．間歩調査の成果   
平成11年11月8日にはじまった間歩の分布調査では、間歩、露頭採掘跡、施設跡等235ケ所の確認が  
出来た。現地踏査の終了した地区から、業者委託による位置座標を地図に記載した。測量時に新たに  
発見された坑道には補充として枝番号（1－30一策）表示し、調査員が再度確認し記録に留めた。   
殆どの坑道は、稼働後放置されて数百年経過したものや、昭和迄稼働した坑道等多様である。陥没、  
周囲の崩落で坑口の埋没で確認に困難をきたすものが多かった。しかし、岩盤が堅く確りしているの  
で、坑口に堆積物があっても、坑内はきちんと残っていた。原則として内部に入ることは許されてい  
ないので、坑口からの視界の届く範囲内である。   
地形が急峻な所に坑口が多く、調査は安易でなかった、斜面の滑落等埋没した坑道を確認できなかった  
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間歩も相当数あるものと考えられる。調査は沢筋を下流から遡りに進んだ谷底からは見えない坑口、  
対岸から確認して岩場を迂回して坑口に辿り着くもの、近年の水害でも澤底が流失して変化していた。  
数百年の経過で自然災害、風化作用等での地形は変化していた。また内部から掘削した空気穴、煙抜、  
水貫か、今後坑道内調査にゆだ串て、分布調査を進めた。   
集落から遠隔で、搬出にも容易でなく、産出量が豊富であったと思われる間歩の近くには、建造物  
等の施設跡が確認されることが多く、その規模も相当大掛りであったことが伺えるものも存在した。   
4．まとめ   
今回の調査により、相川町の金銀山で間歩の正確な位置が明らかとなり、現地の採掘状況と古絵  
図・文献資料との比較検討ができる資料が出来た。   
相川地区では道遊の剖戸周辺よりも、左澤と中尾津に挟まれた山稜に、坑道、露頭掘跡が多く確認  
できた。また、水金澤上流の間歩は多くはないが相当稼がれた間歩と構造物跡が確認できた。   
田野浦鉱山については、通称小野見鉱山とも呼ばれているが、地籍は北田野浦であり、鉱山関係書  
類では田野浦鉱山として取り扱われていることがわかった。なお稼働時期も案内者の話から昭和13年  
頃の様子を伺った。   
立島鉱山、人川鉱山は隣接しているので区域がはっきりしない、また案内者の話では、立島本坑と  
入川坑道と繋がっていると語ってくれた。高千鉱山と呼ぶ場合は鹿野浦から小野見迄の地域（ほぼ旧  
高千村）であり昭和18年まで稼働していた。   
小川鉱山は、達者集落に近いので達者鉱山かと思っていたが、地籍から小川であったことを確認で  
きた。達者は小延鉱山であった。   
戸地のウノクソ鉱山は集落から約6km、しかも現在は山道もままならず急峻な沢登りと川渡りであった。  
案内者もこれは孫に話の種が出来たと語った。稼働は季節で毎年5月から11月迄間であったという。   
今回の調査は、位置確認で分布状況を押さえることである。年代考証まではおよばないが、記録、  
絵図では確認出来なかった問歩や構造物跡を確認出来たことは、今後の調査と考察に大きな資料とな  
るものであると期待するものである。  
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調査対象数  
地 区   坑 道   露頭 摺鉢溝   施設跡   計   
相 川   108   44   5   15 7   
金 泉   3 2  3   3 5   
高 千   5 2  11   6 3   
二 見   
計   19 3   44   19   2 5 6   
※ 坑道は試掘・水貫・煙貫等の区別は出来ない。   
施設跡は現存する近代施設は多くある、ここには含まれていない。  
参考資料  
高千地区   
高千鉱山と呼ばれたのは、大正元年三菱合資会社が前年民営の入川鉱山を買収し、立島鉱山ともに  
付けられた名称で、鹿野浦から小野見までの一円を管轄した。   
「佐渡鉱山説明書」中本英彦著（明治36年1月）第壱章総説第壱部地誌 第壱部位置及面積高千地区  
を拾うと  
・田野浦 高千村大字北田ノ浦小字辰目外四字  
ク 大字小野見小字池ノ端中外四字  
・小野見 高千村大字小野見小字道人山外壱字  
ク 大字北田ノ浦小字鷹巣外七字  
・高 千 高千村大字小野見小字栗ノ木上外人字  
ク 大字北田ノ浦小字鷹巣外三字  
・北立鴨 高千村大字北河内小字楠木外三字  大字入川小字柱平外二字  
ク 大字北立鴫小字大清水外二十一字  
◎北立島鉱山の開発は寛永八年前後「高千村史」、承応三年廃山再開「佐渡年代記」に見える。  
◎小野見川上流に北田ノ浦銀山ありと寛永二十年（「佐渡年代記」見える。）  
◎「金銀山稼方取扱一件」 古間歩大概  
・人川村  古口間歩 赤岩間歩 朝日間歩 松木間歩 濃金間歩 正水間歩  
－ 9 －   
◎「佐渡金銀山史話」  
・寛永20年  田野浦鉱山開く  
・享和 元年 入川村鉛山稼始   
高千地区の鉱山は江戸時代から稼働していたものが、三菱に移ってから近代化されて入川、北立島  
は産出が盛大になった。  
金泉地区  
「佐渡鉱山説明書」記されているものは次の通り  
・達 者 金泉村大字達者  
・小 川 金泉村大字小川  
・北 秋 金泉村大字北狭小字河内外九字  
「金銀山稼方取扱一件」   
在々金銀銅古間歩大概  
・小川相  羽賀山間歩  
・戸中村  赤右衛門間歩 大綱問歩 桜問歩 清蔵間歩  
・北秋村  河内間歩 弥十郎間歩  
・達者村 ．小延間歩  
「金泉郷土史」 （昭和12年発行）  
・小川鉱山   
庄右衛門間歩   
羽賀山間歩  
開発正保三年八月 松木八郎右衛門自ら取分の上稼をなす。  
開発不明  
嘉永五年の「小川村羽賀山舗内墨引」図あり  
図には「嘉永五子年山師喜多平八差出す原図写ス  
享保二年五月見分  山田半右衛門  
山師  
山本重左衛門  
喜多平太夫  
同 虎右衛門  
山留  滝右衛門  
かなこ  徳 蔵  
・達者鉱山  
小産山鉱山  
・北狭鉱山  
河内鉱山  
吉兵衛間歩  
・戸地鉱山  
◇カツコメ鉱山  
開発寛永二十年銅山稼大間町橘居十左衛門という者請負をなす  
開発寛永元年十二月よりかなこ共自分稼  
享保十一年山師村上善十郎自分稼  
戸地川の第二発電所より三百米南面する山の中腹に旧坑がある。寛永三年戸地  
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事町に於いて精練せし頃採鉱されしものならんと古老は語るも其の開発来歴等は一切不明であ  
る。  
◇ウノクソ鉱山 県道よりおよそ六粁山奥、三菱鉱山会社が始めは三ケ年計画にて昭和八年八月   
より人夫人名を以て採鉱に着手せしめ（冬期間は休み）毎年五月より十一月迄探鉱はしている   
が鉱石は出ないといふ。  
・戸中鉱山  
佐渡鉱山より先に開発されたと伝える。然し其の文献記録等皆無にして知る由ないけれども、   
其処より出せし鍵は今も残れる、金出し道（一名「牛使い道」この道筋に「かんだね道」の名   
のあるは当時の金出道の名残か）にて戸地車町に運び粉成せしもの如く、当時四十人坑もあり  
しと言う口碑今も残るを見れば相当盛なりし時代もあったかと思はれる。  
自分稼明治44年越前山師安間弘なる人、旧坑道復活をはかり大正元年に相川鉱山に売却した  
という。三菱工業の手に移りてより事務所、選鉱場、工夫長屋、火薬庫を建築して経営した  
云々  
「佐渡金銀山史話」  
・寛永20年頃 達者銅山稼行  
・寛永3年  戸地相の川通りに水車を設けてこの年から鉱石の粉成を始める  
翌年鎮目奉行が巡視し不幸に至った  
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